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研究報告
絵画のメディウムから地域を考える：NO-DOアートプロジェクト
――ポルト・由仁「夏の遠足2015」報告
塚崎 美歩1） 大井 敏恭1） 後藤 秀聖2） 末次 弘明3）
林 亨4） 平向 功一5） 山崎 正明6）
1）北翔大学北方圏学術情報センター学外研究員 2）膠の研究・製作室Nibe Lab
3）北海道教育大学岩見沢校 4）北翔大学教育文化学部芸術学科 5）札幌大谷大学芸術学部美術学科
6）北翔大学教育文化学部教育学科
抄 録
本稿は，2015年度に「ポルトギャラリー」（本学北方圏学術センター内）と「大井敏恭スタジ
オ・由仁実験芸術農場」（由仁町）において開催した本研究グループ主催によるシンポジウ
ム・展覧会・ワークショップの概要報告である。ポルト年報6号に掲載した研究報告「Time-
less：時の肖像展における制作と作品論のあり方について」および同7号掲載の「Caustics：
メディウムが光と出会うとき展における制作と対話のあり方について」に続くものである。制
作者と鑑賞者，そしてその両者をつなぐ場を提供する企画者が協働することによって，アート
を核とした運動体が魅力ある社会貢献となるための可能性を示した。
本研究を通じて，作品を制作することの各々の意義が再確認され，地域社会への肯定的影響
という側面からの展覧会の果たす役割についてその可能性が示唆された。
キーワード：光，メディウム，制作，対話，鑑賞
Ⅰ．はじめにーワークインプログレスのこ
れまでとこれから：素材を見直す
本研究プロジェクトは，「美術と社会の連動の試み－
現代アート制作の今日的意味の考察」と題した研究テー
マを掲げ，平成22年から研究を行っている。
本研究ではこれまで塚崎美歩（インディペンデント・
キュレイター）が企画を務め，時間と記憶をテーマにし
た「Timeless：時の肖像」「Timeless：時間の回廊」，
光とメディウムをテーマとした「Caustics：メディウム
が光と出会うとき」という展覧会の企画を開催し，大井
敏恭，林亨，末次弘明の3作家による近作を紹介してき
た。3年目となる本年度は，後藤秀聖と平向功一の2作
家を講師に招聘し，古典的な日本絵画のメディウムであ
る膠をテーマとしたシンポジウムとワークショップを開
催し，前年度からのこのプロジェクトの課題のひとつと
して提出されていた絵画のメディウム（媒材）について
の理解を深める契機とした。アクリル樹脂絵具とは異な
る膠の素材感を体験し，その歴史的・社会的な文脈を読
み解くワークショップと講演会を開催した。膠という媒
材を織り込むことで，2種のメディウムの対話から絵画
を捉えなおし，新たな試みへと向かう展覧会となった。
会期中の展示室においては，山崎正明をファシリテー
ターとする対話による鑑賞ワークショップを行った。来
場者と共に，出品作家自身も他の作家の作品を見る一鑑
賞者という立場となって対話を共有し，作家相互の作品
理解の深まりを対話の体験に付け加えた。
Ⅱ．NO-DOアートプロジェクト―ポル
ト・由仁「夏の遠足2015」
1．NO-DOアートプロジェクト―ポルト・由仁「夏
の遠足2015」開催について
1）企画コンセプト（案内状より引用）
「NO-DOアートプロジェクト」（北翔大学美術研究プ
ロジェクト）は，北方圏の文化を考え，より地域に深く
根差したアート――いわば石狩平野をまっすぐに横断す
るひと筋の「農道」のような芸術のありようを模索する
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アートプロジェクトであり。これまでのプロジェクトメ
ンバーに刺激を与えてきた北海道・由仁の丘の開放的な
眺望や由仁での制作活動に想を得ている。本年は，北方
文化を広く市民に伝える「ポルト市民講座」との共同企
画により，道産素材を含めた絵画の素材を通してこの北
方の文化的土壌を見直し，現代における制作と地域との
結びつきを探るとともに，新たな北方文化の可能性の萌
芽を育んでゆく「芸術の農場」におけるフィールドワー
クの一環と位置づけ，札幌のポルトギャラリーと由仁に
おいて下記の講演とイベントからなる「夏の遠足2015」
を開催した。
2）EVENT ＆ WORKSHOP1：8月8日
（北翔大学北方圏学術情報センター・ポルトギャラ
リー）
・「夏の遠足2015」小品展 会期：8月4日～23日
参加作家：大井敏恭，後藤秀聖，末次弘明，林亨，
平向功一，笠見康大
・シンポジウム「メディウムから地域美術を考える」
ゲスト講演
後藤秀聖：私にとっての「描く」ということ
平向功一：エゾシカを素材とした膠の制作について
司会／コメンテーター：塚崎美歩
コメンテーター：大井敏恭，林亨
・「夏の遠足2015―対話による鑑賞ワークショップ」
ファシリテーター：山崎正明（美術鑑賞教育）
3）EVENT ＆ WORKSHOP2：8月9日
（大井敏恭アトリエ・由仁実験芸術農場）
・末次弘明 参加型公開制作「積み木のワークショップ」
・後藤秀聖「膠制作のワークショップ」
・由仁「夏の遠足2015」大井敏恭新作展 8月4日～9日
Ⅲ．シンポジウム「メディウムから地域美
術を考える」
1．ゲスト講演1：私にとっての「描く」ということ
後藤 秀聖
1）制作は，身体を夢想させる
あの，幸福な邂逅のときをえた，その覚え書きをまず
は紹介させてください。
今まで仏像への関心が希薄だった私にとって，夏の旅
行（2012年7月末の福島県内）は感慨深い時間。仏像と
向き合った体験，それは「存在を超えて」言いようのな
い何かを感じさせてくれた。取り分け内面を揺さぶられ
た「破損仏」は，戦乱や廃仏毀釈などの災禍に遇い，埋
められたり，捨てられたり，焼かれたり，さまざまな理
由で破損した仏像。頭部や上半身を失いながらも，優美
なフォルムはそれを感じさせず，より一層美しく感じら
れた。一木造りの破損仏は，手足や肉体的なフォルムが
朽ちていながらも，木という素材に還っていくような
「兆し」を感じさせ，翻って，木が仏像に転じていく
「兆し」さえ強く意識させた。
古代より森に囲まれた日本では，御衣木（仏像を造る
のに用いる木）は原始の力ともいうべき，霊力を持ち続
ける素材であり，仏像は，鎮魂を込めて木の正の力に転
じさせたものと言える。仏像の背後には，霊木としての
過去と，その転世後に与えられた広大無辺の慈悲の力が
存在し，それを感じ続けることで，信仰をすすめること
ができるのかも知れない。
そうした思いは，木への信仰に依りつつ，仏像を呼応
する姿勢によって生まれるのではないだろうか。西洋に
おいて「素材」を意味するメデュウム（medium）は，
ラテン語で外部に伝えるもの（medius），霊媒（心霊
術）の意味があり，日本に共通する心性のあらわれなの
かも知れない。 （2012年手記から）
祈りを形にした仏像が朽ちていくなかで，素材はなぜ
か永遠性を感じさせ，これ以上に朽ちようとも，その存
在，永遠の感覚はいつまでも在り続けようとする。私自
身がそうしたある種の，仏教思想に精通するかどうかは
別にして，一瞬と永遠，生と死，二元論で区別されるこ
とのない表現領域を感知していたことは確かでしょう。
現在の私は日本画の絵具を使用して絵画制作を続けて
います。本来は大学時代に油彩画を専攻していたのです
が，油絵具のもつ「油っぽさ」が体質に合わず，水の絵
具を溶く日本画の画材に転向して制作をするようになり
ました。しかし一方で，油絵具のもつマチエールの物質
感に魅力を感じていたため，日本画のメデュウムに転じ
ても，ぼってりと油っぽさが残る表現技法の影響は反映
しています。
初期作品《UNTITLE》（2007）（写真①）は，見ての
とおり，現実の様子を描いた絵画ではありません。内面
に映る，抽象的で確固とした存在ではない不安定な像
「内なる風景」を表現しています。絵具を繰り返し大量
の水によって押し流して
は，その散りばめられた
絵具の生成と再生のドラ
マを見つめ，また手をか
ざして痕跡を掬い取り，
物質的な層をつくり出し
ていくという，「作業」 写真① 後藤作品＜UNTITTLE＞
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というより，強い水の存在と重力に，自分自身を委ねな
がら制作をしていました。
だいぶ時間の経過した今になって思い起こせば，最初
に申し上げました覚え書きの出来事と，共振しうる感覚
があったのだろうと推察します。それは表面的な時間経
過での出来事ではなく，内面まで深く意識を下ろし，無
意識層へ入っていくことで，個人的な体験を越えた何か
にたどり着く，というようなことでしょうか。
話は変わりますが，こうした制作現場で過ごす時間
と，たとえば，島尾敏雄の『死の棘』や埴谷雄高の『死
霊』を精読する時間は，同じ「制作思考」の時間のよう
に思えます。絵画でいうところの「抽象」が，小説の
「虚構（フィクション）」ということでしょうか。私た
ちは「意識」と「無意識」のあいだを，振り子が運動す
るような，常に行き来する時間を過ごしています。私
が，制作／精読をすることは，その振り子の運動をゆっ
くりと，大振りにすることで，個人の無意識だけでな
く，ユングの言う「集合的無意識」の深層にまで潜入し
ていきたい。そう欲しているあらわれなのでしょう。個
人の体験という狭い領域から脱却して，地下水路のよう
な無意識層の世界を，絵画という地上にまで汲上げる。
その感性的な制作行為を可能にするのが，水の偶発的・
流動的な表現技法なのです。
私の使用する画材の多くは自然の素材であり，水は媒
剤として顔料の色彩をゆらがせます。そうした「自然」
の素材を使用する日本画の分野で，伝統的な画題，山水
画や風景画の「自然」を描くこと。それ自体，私には
「祈り」のように思えてなりません。つまり「描く」こ
とは，日本人の心性そのものと向き合う時間，とも言え
るような気がいたします。
そうした制作現場での実践を，私は大学院博士後期過
程の論文『風景の内なる表現に関する研究―絵画制作を
通した自然の抽象化に基づく可能性―』にまとめ，伝統
的な素材のひとつである「膠」の研究を進めました。日
本画の表現技法における，絵具と水の働きとの親和性を
高めるのが，膠のメデュウムであり，しかし近年のその
膠の品質が悪く疑問を感じていました。
つぎは，私の論文に取り上げた膠の話をしながら，今
回のシンポジウムのキーワード「メデュウム」との関連
性をはかりたいと思います。
2）膠という，素材の向こう側に見えるもの
「膠」は，世界各地で古くから作られてきた接着剤で
す。「にかわ」は「煮る皮」が転化した言葉であり，動
物の皮や骨髄，魚の浮き袋などの原料を，水に長時間加
熱してタンパク質を抽出（加水分解），その煮汁を乾燥
させたゼラチン物質です。膠を「ゼラチン」と言い換え
ると，もう少し馴染みやすく聞こえるのではないでしょ
うか。英語では「グルー（glue）」，ラテン語のgluere
（互いに粘着する）を語源としています。もう一つ，古
くから日本では，膠あるいはその原料を「ニベ」と呼び
ます。これは魚の名前であり，魚の鰾（ウキブクロ）を
原料とした魚膠である「魚鰾（ニベ）」の名残りからで
す。こうのような魚膠の利用は，宗教上の理由から問題
となる動物を避けていることも考えられます。『倭訓
栞』には，魚膠は「牛膠を忌めるために用いる」と書か
れており，江戸時代以前では，仏教の戒律によって牛肉
を食べる習慣がなく，四つ足動物を忌める仏具の接着に
は，魚膠が使用されていたと思われます。
しかし，日本人は本当に仏教の戒律である殺生や肉食
を守って生活することが大衆化していたのでしょうか。
実は違うのです。仏教が伝来する前からある縄文時代か
らの生活習慣は途切れることなく続いており，肉食文化
がありました。その消費した肉の生皮は革製品の材料と
して，仏教寺院関係に納められていました。正倉院の宝
物にある，袈裟を入れる専用箱，仏具，装飾品には動物
の皮革が使用され，接着剤は膠です。
このように，宗教上のタブーを犯しながらも，動物の
皮革は必要不可欠な資材であり，動物の殺生，革を鞣す
職人は，通常の人々ではありません。日本で仏教が普及
したのち，動物の解体処理と肉や皮の利用（死体の処
理）は，「穢多（エタ）」（血の穢れの多い仕事）と呼ば
れる身分の人々の生業でした。仏教僧からは邪悪な民，
悪人ともいわれたり，住まいも中心市街地から離れた場
所です。革職人であれば，河川の地域に居住し動物を捌
き，革を鞣す作業では，臭気と大量の流血が伴うため，
水が必要不可欠になります。
このような人々の住む地域と職業は，近代以降は被差
別部落に対する同和問題へと発展し，明治以降の膠関連
の製造地域と部落地域は一致しており，大阪，兵庫など
の関西方面地域が大半を占めています。革を製造すると
きに排出される革の破片，屑革を原料にする副産物が，
膠なのです。
ですが，近年はこの穢多に対する考え方も見直されつ
つあり，皮革生産に従事する職人は，動物の皮膚の
「皮」のケガレを「鞣す」ことで，改革など変化を意味
する「革」にする，ケガレを祓い清める「キヨメ役」と
いう特殊技能者であると，論じる動きもあります。
そうした歴史的背景のなかで，膠の生産は続けられて
きました。明治期以降からは「和膠」と「洋膠」の2種
類に区別されます。「和膠」は，古くから日本で行われ
ていた手工業による膠製品です。原料の皮を鍋で煮込
み，抽出された膠は冬季の気候で自然に冷却乾燥（寒ざ
らし）させます。そのため製造する期間は限られてお
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り，手間がかかります。また，膠の品質も一定ではな
く，ばらつきがあります。一方「洋膠」は，西洋の機械
を導入した効率の良い作業で，煮込む時間は圧力機を併
用することで短縮。そして冷却機を使うことで通年生産
を可能にします。そのため，小規模生産の和膠の製造所
は廃業，あるいは大正から急速に洋膠が製造できる機械
が導入されました。洋膠は接着力が強く，そして不純物
が少なく純度が高い仕上がりになります。
このように話すと，和膠が良くないと思われますが，
絵画にとって和膠の性質は欠かせません。それを一番裏
づけるのが製墨業です。固墨用の和膠の製造は昭和60年
に中止。代替品に洋膠が使われ始めました。すると，
洋膠の接着力が強すぎて固墨が割れたり，固すぎて硯で
磨れなくなったりとトラブルが続きました。この現象は
日本画でも同じです。接着力の強さは絵具の剥落の原因
になります。むしろ絵具に柔軟性を与えながら保たせる
ものは不純物があるからとも言えます。洋膠は原料から
接着力だけが抽出された膠，というのは大げさではあり
ますが，たとえば，古墨が最良といわれるのは，年月を
経て膠の接着力が低下しつつも，不純物の力が発揮でき
る状態を優れているからではないでしょうか。このよう
に考えたとき，膠は単なる接着剤ではありません。絵具
の固着剤，柔軟剤，展色剤，定着剤，基底剤などを総合
したメデュウムなのです。
すでに伝統的な和膠で，日本画に用いられてきた三千
本膠の製造場は廃業しています。それに伴い困ったのは
絵画制作をする作家だけでなく，文化財を保存修復する
技術者も同じです。膠を使用する東洋絵画の修復の目安
は，約100年から150年であるとお聞きしたことがありま
す。
「日本画」という絵画ジャンルが明治に成立してから
約100年。今後，修復を余儀なくされる日本画は，当時
使用した膠の品質とは大きく違うもので修復されます。
しかし，和膠がない現在，製墨や修復に使われる膠は，
数種類の性質の違う膠をブレンドしながら，それまでの
和膠に近づける工夫が成されています。
一概に今現在流通している洋膠製品を悪くいうことは
できませんが，継承されてきた和膠の良さを見直すこと
が，現在求められています。時代の変化のなかで，伝統
産業を残していくことは，「貴重さ」というより，「必要
不可欠」であることを認識していくことが重要です。膠
は主役になる素材ではありませんが，代替えの利かない
素材です。そのため，今後とも様々な視点から膠の調査
研究を継続していきたい思います。
3）スライド上映及び解説「伝統膠製造体験＠姫路
2015」（膠文化研究会主催，大崎商店協力）
【川漬け】体験会1日目。塩蔵した鹿皮2枚を10日間，
牛皮5枚を2週間，姫路高木地区付近の市川流域にて川
漬け。皮の隅に穴を開けてロープで川べりの岩に固定し
河川に漬け込むことで，微生物の力によって毛根が緩
み，容易に脱毛できる。期間は水深，流速，水温によっ
て異なり，タイミングを誤ると腐敗によって皮自体の品
質を損なうため，経験が重要な作業である。（写真②）
【フレッシング】「フレッシング（裏油除去）」専用機械
に皮を挟み込む作業。川揚げした皮の肉面を上にし，ら
せん状の溝が刻まれたローラーの間に挟み込んで余分な
脂肪を取り除く。（写真③）
【背割り】溝のある台に皮を乗せ，背骨にあたる位置で
左右半分に分割「背割り」をする。（写真④）
【脱毛】腰で皮をカマボコ台に押さえつけながら弓形に
カーブした銑刀を皮の表面に当てて手前から奥へと滑ら
せるように脱毛してゆく。（写真⑤）
【裏漉き】裏漉き専用機械のローラーの伱間に，脱毛処
理した皮を差し込み，反対側からペンチで引き出すと皮
が2枚に下ろされてゆく。通常，銀面（毛根面）は革製
品となり，肉面の内皮が膠の原料である「ニベ」とな
る。または，「台」とも呼ばれる。（写真⑥）
【裁断】生ニベを包丁で均一な大きさにすることで膠分
の抽出作業を安定させる。（写真⑦）
【煮沸】体験会2日目。生ニベをザルに移して，皮のヌ
メリや油脂分を洗い流す。生ニベとお湯を寸胴鍋で煮
る。数十分経過した時点から抽出が進んで水が褐色がか
る。アクや油脂分が表面に浮上してくるので，お玉で丁
寧に掬い取り除く。（写真⑧，⑨，⑩，⑪）
【濾過】数時間経過後，火を止めて煮沸作業を一旦終え
る。抽出した膠液は柄杓で汲み上げ，木綿布を敷いたザ
ルで濾過してバケツにうつす。凝固用の容器に膠液を注
写真② 「川漬け」 写真③ 「フレッシング」 写真④ 「背割り」
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ぎ込み，体験会の作業は終了となる。（写真⑫，⑬）
【乾燥】容器の型から取り出して角棒状に裁断し，乾燥
室で金網台に載せて乾燥させる。（写真⑭，⑮）
2．ゲスト講演2：「エゾシカを素材とした膠の制作に
ついて」
平向 功一
膠というのは，そもそも日本画のためだけのものでは
ないんですね。膠を使うことを考えたら日本画のシェア
は小さなもので，もっと幅広い用途に使われていまし
た。有名なところではマッチです。マッチの火薬を固め
るのは膠でした。日本のマッチ工場のがほとんどが姫路
や兵庫にありました。他には写真のフィルムにゼラチン
を使うということがあります。1960年代になりますと，
マッチを利用していたのがライターに変わっていく。そ
うすると，どんどん膠の生産量も減ってくるということ
になります。1985年くらいになると，膠を作っている人
たちが，かなり減ってきます。また，パール膠を作って
いた奈良の会社でも，2005年にBSEの問題が出てき
て，この時期に倒産してしまいます。外国でも同じよう
なことがありまして，フランスで生産されていた兎膠の
工場も17～8年前には20件くらいあったそうなんです
が，それがほぼ同じ頃に廃業になったそうです。その原
因は僕らにはわかりませんが，今ではドイツで4社が
作っているということです。日本だけではなく，膠に関
するものに関して，ヨーロッパでも同じようなことが起
きていたということになります。それで日本でも2010年
に三千本膠がなくなってしまったということになりま
す。
それを機に自分たちで膠をなんとか作れないものかと
思いました。膠の原料には牛の皮が殆どであるけれど
も，原材料は魚であろうが動物であろうが何からでも作
れるんですね。これで北海道ではかなりエゾシカの被害
が出ているものですから，その北海道に豊富にあるエゾ
シカが使えないだろうか，という幾つかの理由で膠作り
がスタートしました。それと同じ時期に東京藝大の「膠
文化研究会」が発足したものですから，そちらに参加さ
せていただきました。
私の膠は3つのことをテーマにしました。1つ目は製
造過程で薬品が一切使われていないこと，もう1つは原
料にエゾシカを原料としていること，3つ目は誰にでも
簡単に作れることです。
まず，膠と薬品の関係をお話ししますと，明治以前に
姫路皮でつくられていた膠は，非アルカリ処理というも
のなんですね。いわゆる自然のバクテリアを使って毛を
抜くというものなんです。この膠を作るのにもっとも邪
魔くさいのが毛なんです。毛を抜く作業で，いろいろと
昔の人たちは工夫してきて，川の中に漬け込んで，また
は糠とか酵素だとかバクテリアという自然の力を使って
毛を抜くという作業をしてきたわけです。ですから，そ
こに一切の薬品はないわけです。
写真⑥ 「裏漉き」 写真⑦ 「裁断」写真⑤ 「脱毛」
写真⑧ 「煮沸前の水洗い」 写真⑨ 「煮沸開始と加筆」 写真⑩ 「一時間経過」 写真⑪ 「アクや油分の除去」
写真⑫ 「濾過」 写真⑬ 「抽出」 写真⑭ 「乾燥」 写真⑮ 「一週間経過」
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これが，どんどん革製品の需要が高まって，そんなこ
とを言っていられなくなる。それで薬品が使われるので
すが，もともとは膠を作るために牛を一頭という感覚で
はなくて，その頃になると，いろんな革製品を作った
端っこのクズみたいなもので膠を作るという作業の流れ
になってくる。製品を作ったクズとして出てくるものに
クロム革というのがあるのですが，クロム革の屑で，こ
れから膠を作るというのがあるんです。これがクロム鞣
しをした後の革なんです。クロム鞣しは，皆さんのバッ
グなどに使われるんですが，どういう処理をしているか
というと，まず脱毛するのに，石灰と苛性ソーダを使
い，その後に脱灰するのですが，それに塩化アンモニウ
ムや脱脂剤が使われる。それから辛酸といって食塩や硫
酸，その後にまた，鞣すために塩基性硫酸クロム，ソー
ダ灰。調べると，作る工程にこれだけの薬品を使ってい
るというものが，このクロム革なんです。このクズか
ら，膠が作られている。
「工業用ゼラチンメーカーの場合」と資料に書きまし
たが，これがホームページに載っているんです。ここで
は「膠をこんなふうに作ってます」とはっきりここで
言っていますが，これが工業用ゼラチンの作り方です。
今，流通している粒膠というものがたくさんあるんです
が，播州粒膠というのがあり，それの仲間ですが，こん
な感じで作られているということでホームページに載っ
ているんですけれど，このクロム革のシェービング屑を
使って，先ほどの工程に加えて「脱クロム」という作業
をして，膠の原料を作っているということで，ものすご
い数の薬がそこへ行くまでに使われていて，そんなもの
を使ってもいいわけがないですよ，冷静に考えたら。先
ほどの姫路のものは薬品を何も使っていないわけですか
ら，それに膠に比べたら随分と差があるということで
す。
「和膠」と「洋膠」いう区別がありまして，この工業
用ゼラチンというのは「洋膠」で，それ以外に，5年ほ
ど前に無くなったのは「和膠」というものなんです。こ
の和膠の作業工程で薬品も確かに使われてはいる。それ
はどの点かというと，毛を抜くときにやはり，石灰系を
使って脱毛します。そこで一回，薬品が使われるという
ことで，工業用に較べたら少ないんですが，それでも
やっぱり使われている。大きな違いは工業用は，高純度
で透明度が高い。和膠のほうは，透明度が低くて均一で
はないです。いろんな色がある。その原料によって多少
違ってきます。工業用は，不純物が完全に取り除かれて
いるんですけれど，カルシウムだとかリンなど，不純物
が残るんですね。これを夾雑物というのですけれど，こ
れが意外といい作用をしているんじゃないかと言われて
いるようです。洋膠の方は，機械によって，一気にあっ
という間に作ってしまうんですね。和膠というのは，冬
の時期にしか作れなくて，寒い時期に時間をかけて自然
に乾燥させるという感じです。洋膠の方は吸湿性が低く
て，和膠のほうは吸湿性が高い。ということは，湿度の
差に多少耐えられるという特性があります。工業用の膠
で描くとけっこう，パリンと割れることがある。さらに
最後に防腐剤などが添付されるというふうになっていま
す。ですから，工業用の洋膠と和膠とではこれだけの違
いがあるということですね。洋膠の用途としましては，
日本画というよりも，紙やすり，ガムテープなどの接着
剤として普通に使われています。膠の販売数量というの
は，随分減ってきています。ゼラチンやコラーゲンなど
の販売数量は多いのですが，膠自体というのは極端に
減っています。現在では，洋膠を含めて，作っている会
社は，膠とゼラチンの工業組合に参加しているところで
は，2社という感じなんです。こんな感じで薬漬けに
なったものではなくて，古来に姫路で作っているような
膠を，自分たちの手で作れないかということで始めたの
がこのエゾシカなんですね。
エゾシカのことをちょっとお話しますと，ニホンジカ
の仲間です。ただ，奈良にいるニホンジカに較べたら体
が大きいです。もともと大陸から来たらしいのですけれ
ど，ニホンジカは，南ルートで入ってきて，エゾシカは
北ルートで北海道に入ってきたらしいんです。大きいも
ので5～6歳くらいで150キログラムと大きいもので
す。皆さんもご存知の通り，何でも食べるという雑食性
を持っていて北海道で農業の農作物と林業に悪影響を与
える動物の一覧表が北海道で出ているんですけれど，ダ
ントツでトップを走っていることで，問題だと言われて
いる動物になっています。結局，最近では，エゾシカが
増えると植生が変わって，そこにいる虫が変わる。虫が
変わると通る鳥が変わって，というふうに悪循環を与え
ているのではないかと言われております。
エゾシカとオオカミと人の関係ということなんですけ
れど，エゾシカがなぜ，これだけ増えているかというこ
となんですけれど，そもそも1870年ぐらいにはエゾシカ
がいっぱいいたんですけれど，今，北海道の人たちが普
通にジンギスカンを食べているように，開拓使が1869年
に入ってきまして，このときは，エゾシカを食べるとい
う習慣が多くあったそうです。それで肉，毛，皮を取る
のに年間10万トンくらいは使われて，食用としても普通
に食べていたそうです。ですから当時は捕獲数が多いで
す。今の捕獲数と昔の捕獲数の意味は，そういう意味で
は随分違う。今は，被害を及ぼすから捕獲する，という
風になっていますけれど，その当時は，食べるのと同時
に，オオカミが北海道にいまして，食物連鎖がうまい具
合にまわっていたことと，開拓使時代は街も広がってい
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なかったこともあり，そんなに被害が出ていなかった。
1879年に記録的な豪雪が北海道を襲うことになります。
そこにいたエゾオオカミが獲物を食べることが出来なく
なるという事件が起きます。それで何が起きたかという
と，山に食べる物がなくなりますので，オオカミが町に
おりてくるんですね。それで，新冠（にいかっぷ）の馬
を襲ってしまう。かなりの数の馬がやられて，全滅して
しまいます。新冠というのは，サラブレットとかそうい
う馬がいるところですが，そこの外国人の経営者が，
「これは駄目だ」ということで駆除を始めます。それ
で，10年間で，約2000匹のオオカミが駆除されてしまう
んです。その時にあっという間，オオカミが全滅となり
ます。そこへきて今度はエゾシカの禁猟が始まるんで
す。その禁猟が長い間，続くんです。そこで何が起きた
かというと，天敵がいなくなった鹿が増えてゆくという
ことなんです。それと禁猟ということはエゾシカが市場
に出回らなくなるということなので，食用に回ってこな
くなる。そのため，北海道のエゾシカを食べるという文
化がこの短い数十年の間になくなってしまったんです。
それで，エゾシカがじわじわと増えているということに
つながります。
今，どれだけの被害があるかというと統計をずっと
取っていて，平成23年の統計を見ますと，この年のピー
クの時に約64億円という被害が出ています。エゾシカの
数がどれだけいるかというと，南の方には少ないんです
が，地図の上のほう，北海道の東部・西部・北部に集中
しています。20万頭から40万頭，もっと南の日高の方に
行くと56万頭ほどいるのではないかと言われています。
南部の方も少しずつ，函館の方も増加傾向にあるという
ことです。ヘリコプターで追いかけたり，いろいろな手
を使いながら駆除しています。駆除の数ですが，エゾシ
カの捕獲は平成25年度で13万5239頭だそうです。こう
いった数が捕獲されています。あと皆さんご存知の通
り，交通事故ですね。1回くらいは鹿にぶつかった人が
いると思いますが，僕も去年鹿にぶつかりました。去年
は1818件の交通事故の被害が出ています。あと網走だと
か，その方面に行くときには毎回のように列車が止まる
かと思うんですけれど，JRの運行障害が2536件という
ことで，そういったところで被害が出ています。また，
市街地への出没ということですが，これ札幌のマンショ
ンです。マンションに鹿が現れるんですが，まあ，熊も
現れるんですが…こんなふうに出てくる。
みなさんがいろいろと努力されていまして，10万頭の
捕獲に対して10パーセントくらいが食べられたり加工さ
れたりしているそうです。ただ，やはり部位によっては
ほとんど廃棄されています。鹿が重量換算で4000トンか
ら5000トンが年間で廃棄されていて，僕らが使いたい皮
はほとんど，いらない部分として廃棄されているのでは
ないかと思います。こんな感じで，レストランなど食
用，ペットフード，革製品ということで使われていると
いうことなんです。
それで，僕が目をつけたのはどこかというとペット
フードなんです。ペットフードに使う鹿のガムというの
があるんです。要は，先ほど見せた牛のこれ（乾燥皮）
の鹿バージョンが犬のガムとして販売されているという
のがわかったんです。犬に食べさせますので，そこに薬
品が使われていないわけです。ですから，それを応用で
きれば，これは簡単に膠を作れるんじゃないかというこ
とで，まず北海道大学の先生にいろいろ意見を伺ってそ
こで姫路のことも知ったんですが，それから網走の農大
です。そちらで研究している方がいらっしゃいまして，
膠として応用が効くんじゃないかということでご紹介い
ただいたのが鹿の皮なんですね。これがそのガムで，こ
れを切って毛を抜いてガムにしているわけです。ここま
で作るのに薬品を使わないで作っているというので，こ
れを膠に変えてゆくということです。
これはエゾシカで膠を作った工程なんですが，ほぼ姫
路で作った牛を使った膠作りの工程とほぼ一緒です。下
処理をする，塩抜きをする，煮る，濾す，冷やす，乾燥
させる，完成という一連の流れでエゾシカ膠を作ってい
きました。それがどういう状態かというと，こういう状
態でこれは道南の方にある毛皮屋さんなんですよね。道
南にものすごくたくさんの毛皮屋さんがあって，明治時
代にできたんですが，これも調べてゆくと面白いんです
が，ミンクを飼っていたところがものすごいあるんで
す。北洋漁業が傾いていったときに，そういった毛皮の
事業に乗り出したことがあって，その名残で毛皮を扱う
場所があって，これはそこで作ってもらったんです。当
然，僕がこの札幌で膠を作るために鹿を撃ってきて鹿の
皮を剥いでやるのは不可能ですね。なので，それはさす
がに，お願いしてあります。これは毛皮用で膠用ではあ
りません。ここにこんな感じで，ものすごく毛皮が集
まってきます。倉庫を見せてもらったら，たくさんの毛
皮がありました。一番大きいものはトドで，ものすごい
大きい。あれからも随分いい膠が取れるんじゃないかと
思いましたけれども。見せてもらいましたところ，全道
各地からの毛皮がコンテナの中にたくさんあって，山積
みになっていました。これだけの鹿が駆除されていると
いうことですが，こんな感じで膠を作られているんです
ね。この作り方は先ほどの川晒しとはちょっと違いまし
て，同じようなバクテリアを使うんですが，塩漬けで
す。塩漬けにして，山積みになっていて，これは徐々
に，バクテリアに毛根を攻撃させている最中です。です
から，まだ腐ってはいないという，こんな感じで置かれ
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てありますけれど，川で浸けているのと同じような状態
です。この方が，皮に生えている毛を引っ張っていたよ
うな気がするんですが，皮の中での状態と同じだったん
だけれど，引っ張ると，簡単に毛が抜けてくる。腐る寸
前で毛を抜く作業をする形になります。毛を削ぐための
かまぼこ板（動物の毛を削ぐための台）や剪刀（せんと
う：毛を削ぐための道具）もあります。昔からやってい
る職人さんなので，姫路で使っているものと全く同じ道
具がありました。こういった感じで塩漬けになっている
皮のこの表と裏の脂と毛をとりまして，作ってもらった
のがこの試料なんですね。ここはクーラーで温度管理が
されているので，年間を通してできます。この写真は，
干場になってまして，皮の両側の橋を引っ張って，広げ
て乾燥させています。この広げ方は姫路の大崎商店さん
の太鼓革と同じパターンで，こんな感じで乾燥させてい
きます。ここまでくると腐りませんので，もうあとは煮
ればいいだけという皮になります。
僕たちの作る膠は基本的に安全な作業なので，キッチ
ンで作れる膠というテーマで学生でも簡単に作れるもの
をやりましたので，大崎商店でやったような大鍋は使わ
ずに，あえて小さな鍋で作れる膠ということで実験しま
した。まず鹿皮をガム状に切っていきます。まだ，やは
り小さな毛は残っていますので，この小さな毛を毛抜き
を使って抜いて下処理をします。これを水に浸します。
塩漬けになっていますから，塩分計で計ると最初は数
パーセントの塩分を感知します。これを1日2日で何度
も水洗いしていくと2日目くらいでほぼ0パーセントま
で塩分が抜けます。この段階では匂いも何もしません。
ガムみたいなものを水にうるかして（浸して）いる感じ
になるんですけれども，これをIHヒーター対応の小さ
な鍋を使って煮ていくとアクが結構，たくさん出てきま
す。そうすると中からじわじわと膠の液体が出てきて
濁ってきます。約2時間くらい煮ていくと，液体が抽出
されますので，これを晒しで濾してゆきます。これを型
に入れて冷やして固めると，本当にプルンプルンのゼ
リー状に変わります。これを冷やすと白濁します。この
ように白っぽくなるんですがこれを切り分けます。これ
を寒風で乾燥させます。これは北海道だと微妙で，あま
りに寒いと凍ってしまいます。凍ったらその部分は乾燥
しても最後まで，変形した状態になってしまいますの
で，凍らないギリギリの温度で，寒風で乾燥させていき
ます。すると2～3日で表面が乾いてきます。そうなる
と扇風機を回していますので，一気に乾いていきます。
こういった感じの膠ができます。先ほどのお話では何回
も取れると言っていましたが，実際に何回も取れるんで
すが，僕がやった感じでは1番抽出よりも2番抽出が一
番いい感じのものが出てくる気がしていますね。すごく
粘度が良くて。3番を過ぎると少しずつ柔らかくなって
いきます。そういう感じで，これは三千本タイプで作っ
ているんですけれど，いろんな形で作れます。四角く切
れば四角くなるし，好きなように作れます。5回目くら
いだとかなり薄っぺらい感じになります。これ200グラ
ムで作ってますので，こんな感じになっています。
この膠や，ゼラチンはですね，JIS規格というのが
ちゃんとありまして，これを研究所に調査に出しまし
た。そこでは何で計るかというと，企画に「JIS K
6503：2001」1）と云う項目があるんですが，水分，粘
度，ゼリー強度，油脂分，等価物，pHという項目で成
分調査できるんです。1種2種3種4種5種に分かれて
いまして，その成分によって分類されています。膠に関
しては，水分が16ミリ以下，粘度が8．0以上，ゼリー強
度が300以上，解分が4，油脂分が1以下，不溶解分が
0．5以下を1種と言われています。
これをエゾシカに当てはめてみますと，ゼリー強度が
強ければいいというわけではないですが，JIS規格に合
わせてみますと，ここに当てはまるという結果が出たと
いうことがわかりました。市販されている膠について
は，これは膠文化研究会の資料から抜粋していますけれ
ども，東京藝大の先生が調べた結果が出ていまして，三
千本膠はもう販売されてなくて，京上膠ももうありませ
ん。最近出てきたのが楓とか葵というものですが，最近
出てきたものと較べてみると，こういった結果が出まし
た。ですから，データ的にはさほど悪い結果ではなく，
市販されている膠と十分に同等です。特にゼリー強度が
とても強いという結果が出ていますが，描いてみると，
さほど強いという感覚もなく，普通に使えたなと思いま
す。ということで薬品を使わない安全な膠，安全という
ことはおそらく長持ちすると思います。薬品を使わない
ことで，紙だとか絵の具に悪影響も及ぼさないというこ
とで長持ちするということで，膠だけが良くても駄目
で，紙や絵の具が駄目な場合はそれらの影響もあります
が，これは安全な膠ということです。
そして誰でも作れる膠作りが可能だということがわか
りました。北海道は寒い時期が多いので作れる時期が長
1）JIS K 6503：2001 工業標準化法第14条によって準用する第12条第1項の規定に基づき，日本にかわ・ゼラチン
工業組合（GGMJ）／財団法人日本規格協会（JSA）の申出により，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大
臣が改正した日本工業規格。http : //kikakurui.com/k6/K6503-2001-01.html
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いかなと思いました。ただし凍結ということがあるの
で，それには注意しないといけないと思います。僕の場
合は，大学の1番暖房の入らない寒い部屋で窓を開けて
扇風機をかけて凍らないようにして作るという感じで
す。
エゾシカ膠の今後の展開としてこういったことが可能
であろうということです。商品化までは僕らの力では無
理なのでもう少し身近なところでエゾシカと膠をくっつ
けながら何かできないかなと，少しずつ取り組んでいま
す。
例えば，作品ですね。これは僕の作品なんですが，こ
の絵画は100パーセント，エゾシカの膠で描いています
が，割れや剥落することもなく，非常に柔軟なんです
よ，使った感じが。それは一時，三千本がなくなって洋
膠に切り替えたんですけれど，それに比べたら随分と割
れがなく柔らかい感じがします。絵に描いてみたところ
でも特に問題なく描けました。
下に展示してある作品では立体を作っているのです
が，あちらは洋膠を使っているんです。こちらの作品
は，エゾシカの膠を使っているのですが，絵の具と紙以
外でも容易にくっつくということです。支持体は木やコ
ンパネなんですけれど，一部リサイクルものを使ってい
て，この部分はドラム楽器の，バンバンとやる部分なん
ですが，金属なんです。金属の接着にも使えました。で
すから膠は金箔にも使うものですから，金属にも使うの
ですが，特に問題なく接着できたと思います。
あと，うちの大谷大学で油彩の表現技法という授業が
あるんですけれど，そこの山本先生も今までは兎膠を
使っていたのですが，どうも怪しい匂いはするし，たま
に売ってないし，ということでそれに代わる膠がないか
ということで僕のエゾシカ膠を使ってくれています。テ
ンペラの白亜地を作る時にこのエゾシカ膠を自分でも実
際に作って，学生に使わせています。つい最近も北海道
教育大学附属中学校の寺田先生というのが，中学校の美
術室で日本画をやりたいということで，それであればエ
ゾシカ膠をぜひ使ってみたいということで，授業をエゾ
シカと絡めまして，中学校の実践でも，作るところから
エゾシカの膠が使われています。
今は，これから10月のことですが，北海道出身の仏師
の方が京都に住んでまして，新聞か何かで知ったらしく
てエゾシカ膠を使って墨を作りたいと。墨はみなさんご
存知でしょうか，膠と煤を練って作ります。ですから墨
がいい匂いがするのは香料を入れているんです。なぜか
というと，膠は臭いからなんです。それで墨には膠を
使っているんですが，ここにエゾシカ膠を使えないかと
いうことで12月に1．5キロほど送るけれども，そこでど
うなるか。できるかできないか，わからないですけれ
ど，それも楽しみではあります。
こういう風にちょこちょこと，エゾシカを使いなが
ら，あれだけ処分された数を膠で処理できるかという
と，まあ，そんなことは不可能ですけれども，一つのエ
ゾシカの活用例として何かできればなと思いながらやっ
ております。どうもありがとうございました。（写真⑯
～⑱）
Ⅳ．「夏の遠足2015―対話による鑑賞ワーク
ショップ」ファシリテーター：
山崎 正明（美術鑑賞教育）
1．「対話による鑑賞ワークショップ」の概要
山崎は対話による鑑賞を始めるにあたってギャラリー
内で以下のことを話してからはじめた。
山崎：こんにちは。これから対話による鑑賞を始めま
す。このプロジェクトでは見る人が作品を作るという考
え方をしています。作品は見る人がいて初めて成り立つ
ということです。ですから今日は作品を見ることをみな
さんとたっぷりと楽しんでみたいなと思います。名画の
鑑賞などでは作家のコメントを聞くことができません
が，今回は，今を生きている人の作品を鑑賞するという
ことで，作家から直接話をきくことができるというスペ
シャルな体験ができます。貴重な時間であると同時にと
ても面白く，楽しめる時間になると思います。
写真⑯ 講演会の様子 写真⑰ 「夏の遠足2015」小品展の展示風景 写真⑱ 「夏の遠足2015」小品展の展示風景
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これからいろいろな作品を見ていきますが，見方は自
由ですし，その人の感じ方や考え方がいろいろ現れてき
て，とても面白いと思っていますので，何かいいこと言
わなくては，と思わなくて結構です。では早速見ていき
ましょう。
2．林亨の作品鑑賞（写真⑲）
山崎：あとで，感じたこと見たこと，感想聞かせてくだ
さい。まずは見ましょう。（1分間，各自で鑑賞）
参加者：ここには人という字が書いてあって，火にも見
えます。絵も赤色があって。緑とかもあって，そういう
見方もあっていいのかなと思います。
山崎：ここが人に見えるんですね。火が見えて。なるほ
ど…
（このような，すべての発言を受け入れながら，対話を
すすめていく。これはテクニックとしてではなく，そう
感じたのは作者のつくった作品が，そう思わせていると
いう基本的な考え方に基づいている。こうして林作品に
対し，様々な発言が出てくる。自然の現象に関連した発
言が主であった。）
林：作家は実はこうだったんですという話にならないよ
うにということだったのですが…。質問があったので話
していいですか？
山崎：いいです。どうぞ，どうぞ！それは参加した方の
リクエストですから。むしろ，よいのじゃないでしょう
か。
（林の方から，鑑賞者の言葉への感謝，そしてそれにか
かわって，自分のこれまでの制作について語る）
3．後藤秀聖の作品鑑賞（写真⑳）
山崎：小さな作品ですから，近くで見てください。
（色や形を見ながら，例えば以下のような発言があっ
た）
参加者：焼け野原みたい，戦後の日本というような感じ
に見えてきました。
山崎：何が，それを感じさせるのでしょうね？
参加者：色が失われていって，植物だけが残っているよ
うに見えます。
（これをきっかけに色や描かれているものを確かめてい
くかのような発言が出てくる。）
山崎：他はどうでしょうか？
参加者：小さいから大事なものが入っているんじゃなな
いかと思います？じっくり見てみたいって思って見まし
た。
山崎：新しい視点ですね！
後藤：小さい中で，どこまで表現できるかを課題として
いました。
（参加者の言葉に呼応しながら，後藤が感想を述べた。
その中で，エルンストに興味を持っていること。そして
これは福島でとった写真をもとに描いていることが添え
られた。この発言に大きく頷く姿が見られた。）
4．大井敏恭の作品鑑賞（写真㉑）
参加者：シルエットに見えます，地図かな？
参加者：私は，上空から何かを見ているように見えまし
た。
山崎：どうして，そう見えたんでしょう？
（これらのことから，画面をていねいに見ていく。）
参加者：雪のようにも見えるし，木もれ日のようにも見
えます。
（続いて，もう一点鑑賞する）
山崎：大井さん，みなさんの今までのトークを聞いてど
うでしたか？
大井：すごく，おもしろかったです。
（木漏れ日と言われましたけど，どうしてわかるんで
しょうね？色や光や地図などの参加者の言葉と作品を関
連付けながら，作者の思いを話す。）
山崎：今日は，1枚の作品を通してコミュニケーション
が生まれる面白さを実感しました。描いた人が大事に
思っていることがやっぱり伝わっているんだなと思いま
した。
写真⑲ 鑑賞ワークショップの様子（林作品） 写真⑳ 鑑賞ワークショップの様子（後藤作品） 写真㉑ 鑑賞ワークショップの様子（大井作品）
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Ⅴ．夏の遠足2015「膠づくりのワーク
ショップ」に関する報告
後藤 秀聖
まずは伝統的な三千本膠（牛・鹿）の特性のレク
チャーから始め，参加者の学生，教員の皆さんに，水に
一晩膨潤させた膠のゼリーを試食していただきました。
この三千本膠は薬剤無しの完全無添加ですから，食べる
ことができます。またお湯をかけると急速に溶けてしま
います。市販の膠製品には薬剤添加，凝固剤添加があり
ますので，食べることはできず，お湯を注いでもダマに
なることがあります。同時進行で，鯉の浮き袋を煮込
み，膠づくりも行いました。そして，計6種類の膠を参
加者それぞれにブレンドして，オリジナルの膠をつく
り，日本画の顔料・絵具を溶いて和紙や洋紙，絵葉書や
短冊に使用してもらいました。ほか膠以外にもオクラの
花を原料にした糊，柿渋の染料なども用意しました。
自分の感覚を確かめながら，膠製品の特性を吟味し，固
着性，粘着性，浸透性，定着性，必要とするそれぞれの
バランスを考えてもらうことが，今回のワークショップ
の狙いでした。日本画の制作スタイル・所作として，顔
料を膠で溶く作業は，手の指で行います。そのため，今
回のワークショップでは，膠の特性がより手の触感を通
して伝わった，という意見がありました。
Ⅵ．夏の遠足2015「積み木のワークショッ
プ」に関する報告
末次 弘明
2015年8月9日 由仁実験芸術農場にて
2013年のポルトギャラリーで行った展覧会「Time-
less：時の回廊」に出品したインスタレーション作品
「Kristallnacht」は，2014年の由仁アートプロジェクト
に於いて屋外展示へと場所を拡張し，2015年8月，同場
所での一般参加者も含めた「積み木のワークショップ」
として作品制作の一部を行った。本稿では2015年8月に
由仁町実験芸術農場で開催された「夏の遠足2015」にて
行った「積み木のワークショップ」についてその概要を
述べ，本ケースにおける作品思考と鑑賞，特に鑑賞者の
制作参加，鑑賞方法について考察したい。
1．部材の準備と基礎部分の敷設
本インスタレーション作品は，木口100㎜×100㎜の角
材を使う。長さを切り揃え，片側を45度角に切り落とし
L字型に接合，墨汁で着色した部材を，長短辺の割合を
変えA（短辺450㎜，長辺2200㎜）B（短辺300㎜，長辺
1800㎜）C（短辺600㎜，長辺800㎜）D（短辺300㎜，長
辺2400㎜）それぞれを30～40本用意し，床面から並べて
水平に組み上げていくものである。屋内展示では床面に
そのまま設置することが可能であるが，屋外においては
水平に積み上げるための土台作りから始まる。写真㉒の
ように120㎜×120㎜×120㎜のコンクリート製土台を各
箇所に敷設し，それらが木材を設置した際に水平となる
ように傾きを調整する。各部材を種類ごとに並べ，水平
になるよう調節した。以降は，各部材を種類ごとに重ね
ながら上部へ積み上げていく。
2．制作作業経過
部材の敷設には，少なくとも2つの支持点が必要にな
る。ひとつは重ね合わせる部材がその役目をするがもう
ひとつの支持点に用いるのが100㎜×100㎜×100㎜の立
方体のコマである。製作者はこのコマの設置場所を見極
め，水平器で確認しバランスをとりながら部材を積んで
いく。切り揃えられほぼ同じ形態，重量の部材ではある
が，それぞれが持ち合わせている木目によるねじれ，節
目の位置や乾燥状態による重量バランスの違いにより，
積み上げていくに従い少しずつ水平，垂直の構造が損な
われるが，コマの位置を調整することでそれが改善され
る。一つひとつの部材を水平，垂直に保ちながら積み上
げることを継続することにより，全体の構造が保たれて
一定の強度が生じることになる。
3．ワークショップ参加者の観点と取り組みの狙い
上記の事柄を説明した上で参加者は制作に取り組む。
現場の地形は緩やかな斜面であり，そこに水平，垂直の
構造物を作り上げるという行為は，「家」「社会空間」と
いった「現代の人間が生活や仕事などの営みを行うため
外界から隔絶された空間」「人間社会そのものを表す意
味としての構築物」を作り上げることそのものでもある
と考えた。さらに下部から上部へ積み上げていくことは
歴史の積み重ねを表す。この行為によって参加者は人間
社会そのものを構築することを疑似体験する。大小の歪
みや矛盾を，コマを用いて最善と思える場所で解決し，
一つひとつ積み上げていく。歪みや矛盾を備えた「部
材」は「時代」と捉えてもよい。歪みや矛盾を残したま
ま積み上げるしかない場面もある。そうして出来上がっ
た高さ2500㎜，全幅およそ7000㎜の構造物は，人の素手
で積み上げたことによって生じる「味わい」「面白み」
を含みつつ，危ういバランスの積み重ねによって増した
強度に支えられ，瞬間，強風が吹き，もろくも崩れそう
になりつつ吹きさらしの地面に屹立した（写真㉓）。
4．経年観察と展示
本作品は経年観測を行うことを前提に制作した。2014
北方圏学術情報センター年報 Vol.8
－ 115 －
年の「自然な人間」での制作では，完成から2週間と経
たずに上部の部材が落下し，強風を受けることで全体的
な水平・垂直の構造が弱まっていることが一見して分
かった。年間を通しての経年観察ができる，そもそもの
強度が不足していた。結果，不必要なメンテナンス作業
が生じ，作品や周りの環境への自然な負荷を保つことが
できなかった。その経緯を踏まえ，今制作では基底材に
コンクリートブロックを用い，部材そのものの強度，上
部の組み合わせ部分の強度を木ビスによって高めること
にした。このことにより，2014年では完全に倒壊したの
がその年の秋だったことに比べ，今回は2月の雪深い季
節，暴風雪によって倒壊するという，ある意味理想的な
シチュエーションで経年観察を終えることができた。作
品倒壊までの季節の移り変わりと，季節ごとに変化する
木々や草花とのコントラストは作品そのものの成り立ち
が変化するような，大きな視覚的効果をもたらしたよう
に感じる。春，初夏のまだ芽吹いて間もない植物特有の
新緑と雪解けで息を吹き返した土臭い匂い。真夏の威勢
よく生い茂る樹木の葉や草花のむせ返るような緑。秋の
紅葉がもたらす，乾いた豊かな褐色。すべてを覆い尽く
す雪のシュカブラと様子を伺うキツネやウサギの足跡
（写真㉔）。作品はこれらと独自のコミュニケーション
をとりながら1年間を過ごした。
5．まとめとして
本制作を行うにあたり想定した目標は作品としての視
覚的な完成度と過程を通しての表現活動の2つであった
が，作品鑑賞や写真記録，ワークショップの取り組みな
どを通して概ね達成することができたと考える。ただ問
題として捉えているのは，本制作をどこに向けて，誰の
ために行うのかという視点の欠如であった。鑑賞者と呼
ばれる人は特定的ではなく全方位的であるべきだと考え
るが，鑑賞という行為は作品制作のモチベーションのひ
とつであると考えたときに，過程の中のさまざまな場面
で特定的になっていたように感じる。それは単純に作者
の企画力不足によるものであるが，特に今回のような継
続的な取り組みにおいては全体を見通す企画の有無が必
要になることが明らかとなった。この点は，現代の美術
表現が社会生活に肯定的な影響を及ぼすことを研究する
観点から今後さらなる研鑽が必要と考える。
Ⅶ．由仁実験芸術農場 6 2016
大井 敏恭
2015年の夏に行われたワークショップの場となった実
験芸術農場を展開するために重要な土台となったのはカ
リフォルニア／サンフランシスコシスコと北海道／札幌
を38年に渡って行き来する間に体験したあまりにも当然
だが，人々の気風と風土の大きな違いだった，それが芸
術的な創造活動とその周辺にもたらしている事象につい
て記しておきたい。
文字通り，由仁，実験，芸術，農場の各言葉をつない
でこの地で筆者が意図している事柄についても，いくつ
かの観点から説明し，ワークショップの会場となった
ギャラリーでの大井の作品とその展示の意図についても
最後に簡単に述べておく。
1．由仁
実験芸術農場は，南北に連なる馬追丘陵の東側斜面，
向かい側の夕張山地との間に広がる北海道石狩平野東縁
の由仁，栗山を見下ろす斜面に位置している。酪農，農
業，林業などが主産業の土地柄，平野部の水田，丘陵の
牧場地や麦畑などが広がる田園は移ろう季節を描いた絵
画のようだ。むろん人々の厳しい労働をともなっている
し冬の嵐や夏の大雨もあるけれど，それらを含めて物事
の有り様も人も自然に近く多様な意味で美しく希望と明
るさがある。雪解けの早春，北に向かう数百羽の大きな
白鳥がむき出しの地面で落ち穂か何かをついばみくつろ
ぐ光景はこの地の健康でダイナミックな自然をかいま見
せている。他方，街中は錆び付いた開かずのシャッター
が目立ち，倉庫がならび，路上に昼間の人通りもほとん
ど無く，猫や狐が遠くで横切ると人と出会ったような親
しみが湧いてくるほどで，寂しさと諦めが漂っている。
周囲が昔の日本映画の撮影セットのような幻惑にとらえ
写真㉒ コンクリートの基礎ブロックを埋設する 写真㉓ ワークショップ終了後の完成形 写真㉔ 作品が倒壊した様子
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られ，これからきっと何かが起きそうな予感がしてくる
のだ。一体全体どんな物語なのだろうか，様々に想像し
ながら雨の落ちて来た空に流れる雲を見上げると何だか
自分が主人公になってしまう，そう，この街では誰でも
主人公なのだ。この映画は僕の残りの人生をどんな風に
展開するのだろうか。僕がこの地に仕事場を置いたのに
は，いろんな偶然と選択が絡まっている。誰でもが自分
の人生のシナリオをリアルタイムで描いて行く，描き変
える事はできない，この映画ではNGがあっても撮り直
しはできない。土地を登記した地元の司法書士事務所で
不思議そうに「なぜここに来るのですか」と訊かれたの
だ。だれもこの地に来る事を期待されていないし，それ
があるとすれば驚きなのだ。
2．サンフランシスコ
1978年以来行き来しているサンフランシスコは，いわ
ゆるIT革命以後町のデモグラフィックスが大きく変化
した。西は太平洋，東と北を湾に囲まれた半島で坂が多
く至る所に海とダウンタウンを望む思いがけない景観
や，移民，開拓，宗教の歴史を背負った特徴のある区域
がいくつもあり，人種と文化の混在と相まって下町的な
界隈性がある。スローでゆったり落ち着いた町だったの
だが，人口年齢が若返りし，にぎやかでエネルギーのあ
る町へと急速に変わって来た。地理的に南のIT産業の
集積地サンホゼに近い事もあるが，その担手，情報やサ
イバーな世界の作り手が逆にサンフランシスコのような
古風で実体があり，手触りのある環境を好むのは理解で
きるように思う。さらに，ITの担い手とマーケットを
期待して主要な現代美術ギャラリー，例えばGagosian
が支店をサンフランシスコにオープンしている。現代
アートが，美術館，ギャラリーなどでにぎやかに展示鑑
賞され，アートワールドと称される世界で取引され，投
資家，コレクター，作家，評論家，ギャラリー経営者，
美術館キューレター，出版界などが様々の思惑をかかえ
て忙しく動いている。さらに，サンフランシスコ近代美
術館が新たにフィッシャーコレクション，衣料品ビジネ
ス，ギャップのオーナーが集めた現代美術のコレクショ
ンを加えるために白い大きな氷山を思わせる建物をノル
ウェーの建築ファームSnohettaの設計で，わずか20年
前に建てられたレンゾピアノ設計の旧美術館に接続して
今年5月完成したばかりだ。目標の610億円以上の資金
を集め，著名な投機会社のオーナーの名前を冠したス
ペースや，借りている作品を含めて4000点，床面積は全
米で最大などと，大変な騒ぎなのだ。少なくとも何十件
もの現代アートを扱うギャラリーがあり，さらにオーク
ションハウスのオフィスがあり，そこで集められた作品
はニューヨークで競売にかけられてそれほど古くも高い
知名度もなく，レベルもそこそこの作品でも数百万円で
簡単に売れてしまうのがマーケットの状況だ。実際に，
ローカルの現役作家の現代美術の一般家庭での需要が日
本と比較してかなり高いのが，サンフランシスコのギャ
ラリーでキューレターをしていた時の実感だ。広い裾野
が，その基盤に立ったアートに関わる多様な分野の活発
な動きを支えている。日常生活やビジネスに近い所に
アートを位置させる意図を一般の家の中や，企業やビジ
ネスのあり方に見ることができる。一方で家賃高騰でな
かなか困難だが，港湾の倉庫や空き店舗をスタジオに造
り変えて多くの作家が制作活動をしている。あるいは，
ダウンタウンの目抜き通りのマーケットストリートの古
い大きなビルを一棟丸ごとスタジオ，ギャラリー活動に
使うよう寄贈する篤志家もいる。支え合って夢を実現し
ようとする姿勢がある。
3．実験芸術農場
かつて，芸術家や音楽家は時の権力に雇われ，アート
や音楽は権力のメディアとしても仕え機能した。それも
ずいぶん昔の話，そんな事から表現を自立させ解放し自
由になれるはずだが，さにあらず，今や金や名声がその
座に居座っている。少なくとも制作環境はそれらの拘束
から解放された場であってほしい。
16年前に現代美術フォーラムと呼んでいたいわゆるク
ロスロード構想を実験芸術農場という形に進展させ2013
年に立ち上げた。その趣旨と目的は芸術的実験的な視点
と作品を生み出すこと，それを能動的に理解し活用する
ことだ。実験は失敗を内包するけれど，確立した視点を
再生産する事に意味はない。
生み出す場としての背景は，人口密度が高く物資が集
積する人工的環境の都市と広い空間と食料の生産地であ
る自然に近い田舎では明らかに違いは大きい。前述で比
較したように，文化圏の違いもあるけれど，一般的に都
市は文化を生み出しまたそれを供応する機能を備えてい
る。従ってアートもその内容も都市の状況を反映した物
が支配的で視点が偏りバランスが悪い。芸術的な表現が
商品として流通するマーケットがなくとも，その土地に
生まれる芸術，芸術的な考えが一過性の事柄ではなく普
通に生活に近接し持続的に共存できるあり方を無理なく
作る事はできないのだろうか。また，田舎と都会，どち
らに居ても足下に全てがあり，全てがそこから生まれ
る。足元が見えないなら遠方をみることも難しい。ワー
クショップ，作品展示（ギャラリーと野外），トークな
どが行われた活動の背景としての実験芸術農場について
簡単に述べたが，立ち上げて2年半が過ぎた，その間に
行った事柄は多々あるが，今回行われたwork in pro-
gressの作品展示，作品討論，ワークショップなどにつ
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いて詳しくは研究員各位の報告文を参照いただきたい。
4．作品展示
大井の作品をワークショップと並行して場全体の思索
形成の一助となるよう展示した。これまでも，発行され
た小冊子ワークインプログレスなどで，簡単ではあるが
個人主義的表現に主眼を置いて自作の経緯と歴史的背景
を述べた。内的心理表現が自分の今立脚する地平でもあ
ると考えてきたけれど，どうもそれだけでは表現の領域
としては十全に納得できない事柄が出てきた。かといっ
て，そこから反対側に振り戻る振り子のように絵画の様
式美について逆戻りして再考するのではなく，どうもこ
の運動の外，それらをこえた所に何かあるような気がし
てならない。西洋の流れだけを考慮して見ても，バロッ
ク，ロマン派，印象派，現代音楽などを理解し聴いた末
に，様式や情動を超越した場所があるに違いないと思い
始めたのだ。古楽の中には，近代の個人が確立しそれに
立脚するのが当たり前の自分以前の，自立した個人の情
動以前の世界を歌う物がある事に気がつくのだ，バロッ
ク以前の世界の何かを希求するような，かといって求道
の祈りとも違う，我々が信じられる物があり信じる優し
さを持っていた，あの頃の，歌や心の事だ。しかしなが
ら過去に戻るのではなく前に進む事で，不条理や，怒り
や，人間不信の表現主義をこえて新たな表現の地平にた
どり着く事ができないのだろうか。最後に自分の作品と
も並行する，元型的，archetypalな意識と世界の対立す
るイメージが，アメリカの詩人Wallace Stevensの海に
託した詩「The Idea of Order at Key West」に歌われ
ているので参考までに示しておきたい。
Ⅷ．考 察
2012年の春以降，日本に関わりのある画家にとって
「水を描く」ということの意味は大きく変化した。それ
は同時に，顔料を水にのせ，バインダー（固着剤）で画
面に定着させるプロセスの意味あいにも危機的な変化が
もたらされていたと言い換えることも出来るかもしれな
い。
クレメント・グリーンバーグは，近代美術以前には隠
されてきた絵画の構成要素（＝メディウム）を，平面的
な表現，支持体の形態，顔料の特性という，3つの制限
として示している。それまでの絵画を圧倒する新しい絵
画が解放した，現代絵画に不可欠な要素の一つが，顔料
の特性であった。
グリーンバーグは，マネや印象派の作家の絵具の扱い
に注目し，その丁寧な形式分析から現代芸術を論じてい
る。近代の古典となるべき作品とその系譜についての観
察は，すぐに絵具のタッチについての描写から離れてし
まい，色彩や筆触が矩形の画面とともに構成する画面の
平面性を指摘し，そこから視覚性の概念へと足早に進ん
でいく。平面性や視覚性を通して現実空間へと拡張する
絵画のあり方については，これまで本プロジェクトにお
いても頻繁に議論されてきたことである。
しかし，今回のゲストである平向功一氏は絵画のため
に膠からつくることを契機とし，固着剤としてのメディ
ウムをより深く吟味することを通して，絵画が実空間へ
と展開するような作品思考を持っており，素材から作品
へ至るまでの長い過程をコントロールできるバランス感
覚に富んだ実践知は，閉塞しているように見えた場所に
The Idea of Order at Key West
She sang beyond the genius of the sea.
The water never formed to mind or voice,
Like a body wholly body, fluttering
Its empty sleeves ; and yet its mimic motion
Made constant cry, caused constantly a cry,
That was not ours although we understood,
Inhuman, of the veritable ocean.
The sea was not a mask. No more was she.
The song and water were not medleyed sound
Even if what she sang was what she heard,
Since what she sang was uttered word by word.
It may be that in all her phrases stirred
The grinding water and the gasping wind ;
But it was she and not the sea we heard.
For she was the maker of the song she sang.
The ever-hooded, tragic-gestured sea
Was merely a place by which she walked to sing.
Whose spirit is this? we said, because we knew
It was the spirit that we sought and knew
That we should ask this often as she sang.
If it was only the dark voice of the sea
That rose, or even colored by many waves ;
If it was only the outer voice of sky
And cloud, of the sunken coral water-walled,
However clear, it would have been deep air,
The heaving speech of air, a summer sound
Repeated in a summer without end
And sound alone. But it was more than that,
More even than her voice, and ours, among
The meaningless plungings of water and the wind,
Theatrical distances, bronze shadows heaped
On high horizons, mountainous atmospheres
Of sky and sea.
It was her voice that made
The sky acutest at its vanishing.
She measured to the hour its solitude.
She was the single artificer of the world
In which she sang. And when she sang, the sea,
Whatever self it had, became the self
That was her song, for she was the maker. Then we,
As we beheld her striding there alone,
Knew that there never was a world for her
Except the one she sang and, singing, made.
Ramon Fernandez, tell me, if you know,
Why, when the singing ended and we turned
Toward the town, tell why the glassy lights,
The lights in the fishing boats at anchor there,
As the night descended, tilting in the air,
Mastered the night and portioned out the sea,
Fixing emblazoned zones and fiery poles,
Arranging, deepening, enchanting night.
Oh! Blessed rage for order, pale Ramon,
The maker’s rage to order words of the sea,
Words of the fragrant portals, dimly-starred,
And of ourselves and of our origins,
In ghostlier demarcations, keener sounds.2）
2）Wallace Stevens “The Idea of Order at Key West”, The Collected Poems of Wallace Stevens, p.128 (Alfred A.
Knopf, 1990), Random House, Inc.
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立ち止まり，この場所で絵画を制作することに対する新
たな視座をもたらしてくれた。
近年における顔料と固着剤と水の関係性の転換点は，
後藤秀聖氏の講演において卓越した知識を随所に織り込
みながら詳しく紹介されたように，日本絵画において使
用されてきた古典膠「三千本」の生産が途絶え，その復
活への試みが重ねられるという経緯とそれが抱える困難
に象徴的に現れていたように思われる。
膠は，既存の美術研究プロジェクトメンバーが使用す
るアクリル樹脂とともに，接着剤やコーティング剤とし
て広く一般的に使用され，同時に絵画の媒質としても使
用される原料である。膠という古典材料が独特であるの
は，絵の具でありながら動物の皮を原料としており，そ
の生産には酪農や狩猟によって動物から得る皮と，それ
を皮革として処理する伝統技術とその継承が不可避的に
関わってくる。また，その原料となる鹿や牛，その他の
小動物は，現在の北海道における暮らしや文化にも密接
に関わる問題を共有しており，絵画の制作プロセスを考
察しながら，同時に道内の農業・産業史とその未来につ
いても視野に入ってくる，示唆に富んだ絵画材料であっ
た。
膠の成り立ちから翻って，日本でも開発されて使われ
てきたアクリル樹脂や顔料について考えると，色彩が
ニュートラルな感覚で並置されたパレットと，シンプル
で自由な制作プロセスが大画面の制作を可能にし，自律
的な絵画のあり方を担保してきたように見える一方で，
グローバルな産業においては，毒性のある原料を人の手
で扱い，環境汚染とも無縁ではない製造過程が制作＝消
費者から遠く離れた見えにくい場所に集約される傾向が
かいま見え，チューブから出したばかりの生の色彩の鮮
やかさにも陰りが生じてくる。農薬と同様に絵具につい
て考えて選択するということは，実験芸術農場での対話
から始まっていたことでもあり，いまだ答えのない問い
の一つとなっている。
末次弘明は，キャンバス上を絵具が流れ落ちるスピー
ドをメディウムで操作し，歯切れ良い色彩でイメージを
提示してきた作家であるが，この時期の展示においては
膠を使用した作品を提示している。その絵画は膠が乾く
と風のように存在感が消え，パウダリーな顔料の存在感
だけが色鮮やかに残る日本画の質感とは異なり，アクリ
ル樹脂を併用することで，膠の存在自体を光沢を持った
ベージュの色彩として画面に捉え，日本画という形では
ない絵画によって膠へのオマージュを提示している。
今回のプロジェクトは「由仁」という場所に多くの恩
恵を得ている「由仁」という匿名でなくスペシフィック
でもないこの場所を巡るローカルな物語は，丹念な
フィールドワーク史料に拾い上げて地域史の生々しさを
ダイレクトに味わえるプロジェクトに仕立てられること
はなく，作品のどこかしらに浮かんでは消える儚い痕跡
として札幌と由仁を繋いでいる。
この場との関わりは大井敏恭の地域感覚によって可能
になっている。大井の作品には，自らを「たまたま自分
であった」自己としてのポートレートとして描いた作品
《portrait of myself》があるが，自らに対する余所者で
ある瞬間の浮遊感が，風景や歴史を描く画面にも漂う。
大井は，由仁に暮らしつつも，地域史との適切な距離を
測り，あくまで画家と絵画という関係性で場に馴染んで
おり，その自らへの距離感が，このプロジェクトを訪れ
る余所者である私，あるいは絵画に対して余所者である
私といった様々な他者としてそこにいる私たちをオープ
ンに受けいれる大らかな汽水域の気分をもたらしてい
る。
Ⅸ．終 わ り に
本研究は，現代に生きる制作者の作品をもとにした活
動である。その趣旨は，制作者が自らの作品や取り組み
を展覧会やワークショップという形で開示することを通
して，地域社会に暮らす住民に芸術をより身近に感じ，
持続可能な社会と芸術の可能性を模索し，次世代の芸術
へと貢献することである。今回は，ゲスト作家の方々の
大きな尽力により，絵画を制作するための素材を軸とし
て，地域社会と絵画の関わりの持続可能性について様々
な課題が提出された。今後は，それぞれの立場からこの
課題に対する答えを模索し，新たな取り組みへとつなげ
てゆきたい。
注）「リアリズム的でイリュージョニズム的な芸術は，
技巧を隠蔽するために技巧を用いてミディアムを隠し
てきた。モダニズムは技巧を用いて芸術（アート）に
注意を向けさせたのである。絵画のミディアムを構成
している諸々の制限―平面的な表面，支持体の形態，
顔料の特性―は，古大家たちによっては潜在的もしく
は間接的にしか認識され得ない消極的な要因として取
り扱われていた。モダニズムの絵画は，これら同じ制
限を隠さずに認識されるべき積極的な要因だと見なす
ようになってきた。」（クレメント・グリーンバーグ
「モダニズムの絵画」1965年，藤枝晃雄編訳『グリー
ンバーグ批評選集』，p64）
（本研究は，ポルト研究の助成を受けて実施された。）
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